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NaCI0 3 の単結晶に外部磁場をかけた場合の Cp5 の nuclear spin lat?ce relaxation について通常の
saturationの方法と double resonanceの万法によって研究した。百から数千エルステッドまで， T1の磁場強
度への依存性はなく，また角度依存性の測定からムm=l による relaxation がムm=2 によるよりも大き
し、事が明らかになったの測定結果を Bayer と Chang のquadrupole relaxationの両理論(分子の廻転振動ま
たは格子振動)で比較検討したところ，常温で、は励起振動状態の寿命に適当な値を仮定する事により，前
者の理論による T1 の計算に王女する口
dou ble resonance の方法により nuclear Overhauser 効果，即ち， enhanced a bsorption と inducedemission 
を観測したが， inhomogeneous broadening を:考慮すれば，エネ jレギ一子供{立の population の rate equation 
在解~\て期待される結果に一致するの
この結品のCp5 の Chemical shift を electric quadrupole interaction の主軸に並行または1Jï~直に外部磁場



















値は大きいが大体球対称性をもつことがわかった凸 これを Sp3 混成軌道を仮定して計算し，そのモデルで、
よく解釈されることを示している口
以上のごとく本論文は四重極相互作用の大きい核の緩和機構，化学シフトなどに新しい知見を得ると共
に，始めてこのような場合の核オーバーハウザー効果を実験したものであって，この方面の研究の発展に
相当の寄与を行なったものと考えられる。よって河盛君の論文は理学博士の論文として十分の価値あるも
のと認められる。
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